
 

■主な自然環境対策の取組み 

「早稲田リサーチパーク地区」と「本庄早稲田駅周辺地区」の地域
整備事業では、本庄新都心地区環境検討委員会の提言や、学識委員
ヒアリングに基づき様々な自然環境対策が実施されています。主な
エリアごとの取組みは、以下の通りです。 

 

Ⅴ.男堀川調整池－本庄早稲田駅周辺地区－ 

 

 

 

 

 

調整池の整備内容の検討に当たっては、近隣住民や北泉小学校の子どもたちとワークショップ形式の意

見交換を行い、本庄地域にふさわしい生きものが豊かなビオトープを創出することが決められました。

男堀川沿いの水田地帯が、オオ

タカの採餌場となっていたこと

から、当該地に建設される調整

池をビオトープ型とすること

が、環境検討委員会・提言で示

されました。 

区画整理事業全体の中でも、水

と緑の「核」となる場所に位置

づけられます。 
●2010年 5月 28日 

造成初年の男堀川調整池 

●2010年 5月 28日 

小学生のアイデアを活かした

中之島 



 

   

 

 

 

 

   

 

   

 

   

●2018年 6月 8日 

造成 9年目の男堀川調整池 

●2020年 11月 13日 

造成 11年目の男堀川調整池 

ビオトープとして整備した調

節池は、年々水辺環境が豊かにな

り、カイツブリ・カルガモ・バン・

オオヨシキリ等が繁殖し、冬にな

るとコガモ・マガモ等の 7種 400

羽程のカモ類や、カワウ・シラサ

ギ類等が訪れます。 

●2011年 6月 16日 

造成 2年目の男堀川調整池 

●2013年 1月 11日 

造成 3年目の男堀川調整池 

●2011年 6月 16日 

中の島の状況 

●2011年 6月 16日 

止まり木を利用するカワウ 

●2014年 2月 7日 

造成 4年目の男堀川調整池 

●2013年 1月 11日 

水辺に群れるカモ類 

●2014年 12月 5日 

水辺に群れるシラサギ類 

●2018年 6月 8日 

水辺に営巣するカルガモ 

●2014年 12月 5日 

造成 5年目の男堀川調整池 



  

 

 

 

 

 

  

 

 

   

男堀川調節池では、計画段階から

オオタカの採食地となることを目

標として整備しましたが、造成後

11 年目にして、オオタカによる餌

場利用が確認されました。 

●2020年 11月 13日 

カモが群れる男堀川調節池にはオオタカが飛来する 

●2018年 6月 8日 

こどもたちの環境学習にも活用される 

●2020年 11月 13日 

電柱からカモを狙うオオタカ成鳥 

●2020年 11月 13日 

ワークショップで提案された池のイメージ 

 区画整理に伴い、調整池に接する

男堀川も、全面改修されました。水

生動物の川の中の移動を妨げない

ための落差処理が行われると共に、

川岸にはヨシやマコモ等の水生植

物が茂る護岸が実施されました。 

●2018年 6月 8日 

多自然川づくりによる男堀川 

●2020年 11月 13日 

調節池に隣接する男堀川 

●2011年 6月 16日 

改修後の男堀川の落差 

●2014年 2月 7日  

落差処理に置かれた玉石 

●2020年 11月 13日 

10年後も落差処理は機能 


